
柿
岡
に
て
観
測
ぜ
る
地
表
傾
斜
愛
化
に
就
て

白
Ea 

山

久

向

一
、
緒

--Eヨ
茨
城
線
新
治
郡
柿
岡
町
に
あ
る
中
央
気
象
憂
附
属
柿
岡
地
磁
気
観
測
所
で
は
昭
和
四
年
四
月
か
ら
其

の
構
内
に
ジ
リ
ノ
カ
傾
斜
計
を
据
付
け
て
、
地
表
の
傾
熱
愛
化
を
観
測
し
て
居
る
。
筆
者
は
其
の
記
録
の
整
理
を
命
ぜ
ら
れ

た
か
ら
、
取
敢
え
ず
昭
和
五
年
六
月
分
ま
で
を
取
纏
め
て
左
に
之
そ
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
0
.

ジ
リ
カ
傾
斜
計
に
就
い
て
は
肢
に
地
震
研
究
所
葉
報
共
の
他
に
詳
し
く
記
載

ニ
、
観
測
器
械
及
び
其
の
設
置
個
所

さ
れ
て
あ
る
か
ら
.
之
に
就
い
て
の
記
述
は
一
切
省
略
す
る
。

柿
岡
地
磁
気
観
測
所
に
於
て
は
、
共
の
構
内
に
あ
る
窓
中
電
気
室

3
2・わ
h
F

リ
)
内
の
一
暗
室
を
傾
斜
計
室
に
充
て
た
、
。

空
中
電
気
室
は
第
一
国
の
地
闘
に
よ
っ
て
明
か
な
遁

hJF.士
山
(
海
抜
ゴ
二
五
・
八
米
)
の
北
側
で
北
東
に
向
っ
て
突
主
出

て
居
る
海
鼠
形
の
一
小
丘
地
の
北
西
斜
面
・
寄
ら
に
あ
る
。
此
の
小
丘
地
は
草
地
又
は
木
立
、
雨
側
の
低
地
は
多
く
水
田
と

な
っ
て
居
る
。
窓
中
電
気
室
は
略
正
方
形
の
プ
ラ
ン
を
も
っ
て
居
る
が
、
此
の
中
北
西
寄

b
の
一
室
を
傾
斜
計
室
と
し
℃

用
ひ
た
。
此
の
室
の
機
械
牽
上
に
V
W
ノ
カ
傾
斜
計
ヤ
置
い
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
機
械
墨
は
建
物
の
床
と
は
絶
縁
当
れ
て

ゐ
る
。



J

室
内
温
度
の
務
化
は
傾
斜
計
に
並
べ
℃
自
記
寒
暖
計
を
置
い
て
観
測
し
た
。
共
の
日
特
使
化
の
較
差
は
可
な
h
y
小
3
く
普

一一一一. 一

ま
で
)
較
差
は
三
十
度
を
越
え
た
。

通
一
度
位
で
、
極
く
大

3
い
時
に
二
度
位
に
な
る
事
も
あ
る
程
度
、
だ
が
、
年
務
化
の
方
は
最
低
二
度
か
ら
最
高
三
十
三
度

O
 

第

は問

tz，
地
表
一
傾
斜
W
日
掛
文
化

一
山
は
普
通
の
白
詑
気
象
器
械
に
使
ふ
も
の
と
同
じ
一
週
間

国
を
由
加
の
も
の
で
E

之
に
臭
素
紙
を
念

3
附
け
て
光
鈷
の
運

一不ナ

傾
斜
計
の
戚
皮
は
角
度
で
一
秒
の
傾
斜
が
、
光
貼
の

ズ
レ
の
二
・
五
粍
、
卸
ち
記
象
紙
上
で
光
賭
の
ズ
レ
一
糎

が
、
角
度
で
四
秒
の
傾
斜
と
な
る
様
に
保
っ
て
観
測
を

行
っ
た
。

傾
殺
計
用
の
ド
ラ
ム

動
を
焼
附
け
る
援
に
な
っ
て
居
る
。
此
の
傾
斜
計
記
象

の
東
西
成
分
の
一
例
Tr
・
-
同
じ
く
構
内
に
あ
る
百
葉
箱

内
に
置
い
た
自
記
寒
暖
計
の
自
記
紙
の
一
例
と
を
並
べ

て
第
二
国
民
一
不
す
。
共
に
昭
和
四
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
八
日
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
傾
斜
計
記
象
の
方
は
上
が
束
下

b
の
傾
斜
、
下
が
西
下
λ

リ
の
傾
斜
を
表
は
す
。
雨
者
は
丁
度
裏
返
し
の
関
係
に
な
っ
て
居
る
が
、
其
の
曲
線
の
大
勢
の
酷
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似
せ
る
事
は
誠
に
驚
嘆
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。
併
し
十
月
二
十
一
日
の

二
十
一
時
か
ら
二
十
二
日
の
六
時
頃
ま
で
及
び
二
十
六
日
十
九
時
か
ら
ニ

十
七
日
六
時
頃
ま
で
の
様
に
、
気
濯
に
不
惑
緩
的
の
将
位
調
を
来
し
た
際
に

ば
傾
斜
の
方
に
は
少
し
も
影
響
し
で
居
な
い
様
な
場
合
も
あ
る
。

第

先
づ
此
の
傾
斜
日
饗
化
が
季
節
に
よ
っ
て
ど
ん
な
に
獲
る
か
を
調
べ
て

見
る
。
乙
の
矯
め
昭
和
四
年
七
月
、
十
月
、
.
昭
和
五
年
一
月
を
各
季
節
を

代
表
す
る
も
の
と
し
て
と
っ
た
。
日
特
使
化
の
有
様
ゲ
一
見
る
の
が
目
的
で
あ

る
か
ら
、
其
の
中
晴
天
の
目
、
だ
け
に
就
い
て
二
時
間
毎
の
傾
斜
の
値
を
記

象
紙
か
ら
議
取
っ
て
、
卒
均
日
遜
化
を
出
し
力
。
此
の
平
均
に
過
す
る
晴

天
日
と
し
て
七
月
、
一
月
か
ら
各
二
十
日
、
十
月
か
ら
十
日
を
選
ん
だ
。
東

国

西
及
南
北
成
分
か
ら
傾
斜
日
遜
化
の
ペ
ク
ト
Y

国
を
作
る
と
第
三
国
の
様

す
る
。

に
な
る
。
此
の
固
に
於
℃
も
北
は
北
下

h
，
来
は
来
下

b
の
傾
斜
を
意
味

之
を
見
て
わ
か
る
事
は
次
の
様
で
あ
る
。
(
一
)
各
季
節
を
通
じ
℃
傾
殺

日
麓
化
の
主
な
方
向
は
南
南
東
|
|
北
北
西
で
不
遜
で
あ
る
。
(
=
)
傾
斜



一
二
四

務
化
の
形
式
邸
ち
ペ
ク
ト
Y
国
の
形
及
び
動
径
廻
轄

の
方
向
は
各
季
節
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
ι
(
一一一)南

南
東
へ
偏
っ
た
極
の
時
は
七
月
が
五
時
頃
、
十
月
が

六
時
頃
‘

一
月
が
七
時
頃
で
あ
る
。
(
四
)
北
北
西
へ

第

偏
っ
た
極
は
冬
季
を
遁
じ
て
略
一
定
で
十
五
時
頃
で

あ
る
。
(
五
)
傾
斜
純
鋭
化
の
振
幅
は
七
月
が
一
五
・
六

秒
.
十
月
が
一
三
・
一
秒
，

一
月
が
一
二
・
八
秒
で
あ

る。
傾
斜
日
特
使
化
は
気
温
に
直
接
影
響
芯
れ
る
も
の
で

な
い
事
は
第
二
国
の
一
例
で
も
明
か
で
あ
っ
℃
、
其

E
 

の
直
接
の
原
因
は
地
面
並
び
に
地
中
の
溢
度
配
布
に

あ
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
柿
岡
地
磁
気
観
測
所

に
於
℃
は
品
目
田
時
遺
憾
な
が
ら
地
中
滋
度
の
観
測
は
施

行
し
て
居
な
か
っ
た
が
、
気
温
の
観
測
は
一
日
三
同

定
時
に
行
は
れ
て
居

b
.
叉
百
葉
箱
中
に
は
自
記
・
怒



援
計
を
定
置
し
て
気
温
の
獲
化
を
自
記
芯
せ
て
居
た
。
ょ
っ
℃
是
等
の
材
料
に
よ
っ
て
、
傾
斜
の
卒
均
日
時
礎
化
を
出
し
た

と
同
じ
自
に
就
い
て
二
時
間
毎
の
気
温
の
値
を
議
み
取

b
、
気
温
の
平
均
日
特
使
化
を
出
し
℃
見
る
。
其
の
較
差
、
最
高
・
最

低
の
起
時
，
其
れ
に
参
考
と
し
て
傾
斜
日
獲
化
の
振
帽
を
表
示
す
る
と
上
表
の
裁
に
な
る
。
此
庭
で
注
意
す
べ

3
は
気
溢

表

傾斜の 気 温
月
振幅
較差 最低 最高

10.む3 
一 一

七月 J 5".6 4h30m 14h 

十月 13.1 12.2 61) v 

一月 12.8 12.4 7h M 

第

日
務
化
の
較
差
は
各
の
方
が
大
き
い
に
反
し
、
傾
斜
日
愛
化
の
振
幅
は
夏
の
方
が
大
き
い
。

傾
斜
の
偏
っ
た
極
の
時
刻
は
、
気
滋
最
高
最
低
の
起
時
よ

h
、
各
季
節
共
↓
様
に
三
十
分
か

一
時
間
位
遅
れ
て
居
る
様
で
あ
る
。

以
上
の
様
な
誇
で
傾
斜
の
日
特
使
化
の
機
巧
を
論
ず
る
に
は
乞
う
し
て
も
地
表
溢
度
及
び
地

中
温
度
の
同
時
観
測
の
材
料
を
欲
し
い
の
で
あ
る
が
、
今
は
其
れ
が
得
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
・

次
の
様
に
し
て
地
表
温
度
の
較
差
の
大
躍
の
見
賞
を
附
け
る
事
と
す
る
。
郎
ち
東
京
の
或
る

月
の
平
均
気
温
の
較
差
で
卒
均
地
表
瀧
度
の
較
差
を
割
っ
て
得
る
係
数
を
・
柿
岡
の
其
の
月

の
平
均
気
温
の
較
差
に
乗
じ
た
も
の
を
以
っ
て
地
表
温
度
の
較
差
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

新
う
し
て
得
た
結
果
を
表
示
す
れ
ば
上
の
第
二
表
の
様
で
あ
る
。
此
の
柿
岡
に
於
け
る
推

定
地
表
混
度
較
差
は
傾
斜
日
務
化
の
振
幅
と
大
館
平
行
し
て
居
る
。

r

此
慮
に
傾
制
御
の
日
持
礎
化
の
振
幅
と
地
表
温
度
の
較
差
ー
と
が
大
館
卒
行
し
℃
居
る
と
云
ム
事
は
、
雨
者
の
各
卒
均
値
か
ら

の
偏
差
が
平
行
し
て
借
る
意
味
で
あ
っ
て
、
雨
者
の
絶
封
値
に
於
て
相
比
例
す
る
関
係
に
あ
る
意
味
で
は
な
い
。
此
の
黙
は

一
一
一
五



一
一
一
六

傾
殺
の
年
‘
遜
比
一
広
就
い
て
後
述
す
る
際
に
明
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
地
中
温
度
目
遜
化
の
較
差
は

ο・一
J

米
で
漸

く
ご
度
J
O
J
一
二
米
で
は
。
・
二
度
の
程
度
で
あ
る
か
ら
、
結
局
傾
斜
の
日
緩
化
は
、
地
表
温
度
と

0
・
二
米
な

b
0
・
三
米

な
b
の
地
中
温
度
の
差
に
最
も
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
と
云
ふ
事
が
出
来
よ
う
。

要
す
る
に
此
の
傾
斜
計
安
を
載
せ
た
海
鼠
朕
小
丘
地
は
日
出
以
後
日
射
に
よ
っ
て
地
面
の

表
ρ 、、

東京の較差 柿岡の較差
月

気一混 地表温度 比司 ，気 m地表温度
5.0 30 80 .89， 

一
!人17.。2 七月 1.674 10.3 

十月 6.27 ， 7.81， 1，243 12.2 15.2 

一月 6.27 電 5.67 0.905 12.4 11.2 
_.， 

一一第



第三表側鑓化の東西成分(+臨訂間Jア)~

日lvlvlmltII卜十xI..~ [kIIXUI寸 11[吋f，vIVI 
1 ， 一 9.2 16.2 18・027.8 一 8.4 18.0 23.4 1.2 6.1 5.2 4・3.2・12.9 31.4 
2 11.2 20.4 16.4 26.0 一 8.0 2.2 Q“3.3 -0.8 5.5 14.0 5.9 11.7 24.2 
3 一 0.2 23.6 14.2 一 23.0 8，0 2.7 15.0 6.8 9.0 20.0 5.0 24.2 22.4 
4 一 -6.0 24.0 14.4 一 21.0 15.6 5.7 13.3 3.3 5.1 24.0 17.6 34.0 -9.1 
5 一 ー0.821.6 16.6 20.4 6.8 23.4 7.8 4.0 3.8 2.0 19.4 30.0 30.0 -6.3 

6 1.8 15.8 12.0 18.61 4.0 24.8 11.8 -0.5 4.0 5.7 7.9 ー‘2・・‘2

7 9.4 4.2 8.6 9.0 19'，81 3.6 26.0 23.1 -1.1 -1.4 '14.0 3.0 38.0 i19.9 13.2 

8 1.4 7.8 -8.4 19.6 25AI-O.2 23.2 24.0 9，0 0.0 白9.1 7.0 29.2 i25.9 5.9 

9 2.4 9.8 19.4 27.2 24.41 3;0 19.2 22.2 12.7 1.4 10.6 20.9 29.0129.2 12.0 

10 8.6 9.4 26.0 22.8 23:01 0.0 12.4 12.1 8.1 -1.0 20.0 21.0 31.0133.7 9.2 

'11 6.8 10.2 25.8 26.6 19.41-0.2 10.4 1.6 16.0 1.5 15.0 8.9 34.6133.7 13.1 

12 3.4 11.6 14.2 33.0 15.41 0.4 5.8 円1.リV 20.9 9.6 2.5 5.9 22.0 i21.2 17.2 

13 7.0 15.6 片i.235.8 7.21-4.1 6.6 13.0 ~5.0 1''':.5 5.7 20.0 12.1117.1 19.0 

14 6.4 9.4 9.8 35.6 13.01 6.6 14.0 12.4 24・6 7..5: '12.9 30.7 17.0119.4 11.5 

15 8.6 10.0 15.4 35.6 13.6122.0 20.4 22.6 26.1 16.1 15.0 23.6 20.5 !25.7 0.7 

16 13.8 10.0 19.6 33.8 12.2 22.4 24.2 20.9 28.0 17.9 17.0 21.1 19.5 32.6 

17 16.6 14.4 23.2 31.6 19.4 22.0 27.4 11.7 30.4 17.0 18.9 21.5 24.5 32.2 

18 8.4 17.0 16.8 30:0 23.4 16.0 27.4 9.2 31.5 12.5 7.2 24.0 38.0 32.2 

19 3.4 14.4 16.8 30.6 19.8 24.4 14.6 5.6 13.3 3.7 7.2 22・“0 39.0 23.8 

20 2.6 16.6 20.8 ~2.8 18.0 25.4 -9.8 4.2 2.0 -1.5 21.0 15.4 33.0 26.4 

21 8.4 18.2 15.0 15.4 21.8 15.4 10.0 7.2 2.1 -0.9 24.4 7.6 24.4 28.4 

22 5.0 20.0 18.0 14.0 26.2 8.0 6.4 12.3 5.0 -3.0 26.0 9.0 23.9 28.4 

23 5.6 11.0 17.4 21.4:12.0 10.2 3.0 2.0 4.0 1.1 ::6.4 18.0 20.6 32.5 

24 7.4 0.6 10.0 14.2 7.8 -2.5 5.3 11.1 28・225.6 13;8 2巴3.2

25 15.0 7.8 18.0 21.6! 10.0 21 ・・213.6 6.0 2.8 10.4 30.9 24.5 30.0 20.0 

26 17.8 11.8 26.0 22.6 ¥14.6 21.0 22.0 27.0 -0.5 6.6 15.5 26.1 32.9 20リ・0“ 

七
27 20.8 13.6 25.4 22.2 24.4 a‘~ ・JτL・226.8 26，1 10.0 9.0 6‘~・4‘~ 27.9 254 20.2 

2尽 1.4 14.2 25.4 0ム~~企~.2 。，，"，U亘・225.4 13.0 18.9 15.7 8.0 1.0 29.0 20.5 14.0 

29 10.4 13.6 24.6 一 20.2 27.8 3.0 14.5 円'・。.. 15.9 323 17.1 25.3 
30 10.6 18.2 23.6 24.2 一 16.4 5.6 20.2 3.5 19.0 12.3 34.4 

;:n 21.8 27.6 12.6 4.1 13.3 34.1 

平均1941061186iぉ~ 18.8113.~1州国 ~112.4 L~~113.~118.~123~~~.~1 臼



第四表傾斜鈎むの南北成分(+室ZEL7時三trg耕)

日間 VI VI卜n[VII判 XI XIトペザlulIIII叶VI Vl 
1 一 12.8 7.6 17.4 13.6 一 -11.0 33.5 6.3 20.3 20.1 一 -6.7 
2 6.4 1.2 16.2 14.0 - 134.2 -8.6 35.5 .5.7 13.9 20.2 一 -10.0 
3 一 27.6 -4.8 21.6 一 一 33.2 一 2.2 20.0 1.5 -0.5 26.9 一 -7.1 
4 一 33.2 -3.2 15.4 一 一 25.0 2.2 24.0 9.8 -4.6 15.5 10.3 10.2 

5 一 25.2 0.2 10.1 24.2 一 15.0 一 26.5 21.0 17.3 1.1 -8.3 4.9 一

6 一 17.2 5.8 21.4 21.0 一 6.6 一 38.4 24.0 12.3 13.3 一 17.9 一
7 20.0 16.8 21.6 ~7.4 16.0 一 5.4 一 35.0 35.4 8.0 20.0 一 17.8 14.0 
8 30.8 11.8 20.0 7.4 17.4 一 9.4 一 19.7 32.1 11.0 12.4 -20.0 12.5 6.0 
9 26.2 9.6 7.2 5.4 16.4 一 13.8 一 13.3 31.5 4.3 -1.8 -22.0 3.6 9.0 
10 19.2 11.6 -2.8 11.4 20.0 一 22.0 一 14.8 34.6 -4.0 0.0 -27.0 -10.0 14.0 

11 23.6 9.4 6.6 2.0 13.8 27.0 一 3.7 31.0 3.8 12.2 -32.2 -]5.0 8.0 
12 24.0 15.6 17.4 -6.0 29.0 40.2 41.0 30.0 -6.8 13.0 21.6 13.3 -9.0 60 0.0 

13 18.8 4.2 24.8 -9.0 33.0 44.6 36.0 26.7 -16.5 8.8 19.4 -5.6 13.8 -5.1 

14 21.0 13.8 20.4 -10.2 24.4 25.6 28.0 26.2 -13.1 11.4 16.0 -27.5 11.6 7.7 

15 18.2 7.4 14.0 -6.6 27.8 8.6 17.8 8.9 -17・5-1.0 13.1 -20.8 7.3 4.8 

16 8.4 8.2 13.0 -1.4 27.4 7.8 9.0 10.5 -21.2 -7.3 6.9 一19.7 6.0 -9.8 

17 3.4 -0.4 6.6 4.4 18.0 12.0 3.0 21.5 -24.5 -5.7 2.0 -21.0 1.0 -11.8 

18 “20 ・O“ -2.4 16.4 4.4 20.0 16.0 4.6 22.5 -21.3 -1.0 13.4 -26.6 -25.8 -11.0 

19 23.4 3.0 9.4 4.2 28.6 6.0 泊。dハ、y・2 35.0 6.8 12.0 10.2 -25.2 -1.0 14.0 

20 24.4 ー0.4 8.4 18.2 25.4 5.4 28.4 35.0 '31.1 22.4 -4.5 -12.6 -11.0 5.3 

21 13.4 -4.2 17.0 27.0 17.6 32.2 30.2 33.0 28.0 -18.3 -1.0 -14.0 -10.5 -2.1 

22 22.6 -4.4 6.4 26.0 23.8 27.0 25.4 24.6 31.6 -22.0 0.9 -1.0 -10.0 2.8 

23 J9.2 13.6 16.0 20.2 39.6 40.0 42.0 33.0 26.4 -23.0 15.0 -9，0 25.0 

24 19.0 17.0 22.4 ~0.2 37‘8 ~5.8 3~.6 43.5 30.5 13.3 -25.2 8.0 1.2 26.4 

25 4.6 11.0 7.0 24.0 33.6 18.2 26.6 24.0 34.5 12.3 -26.3 -27.9 2.0 21.5 

26 ι6.2 -0.6 23.0 27.2 19.8 12.0 -14.2 40.0 14.5 -4.8 -27.9 -4.0 7.2 

27 3.2 2.4 22.4 21.8 16.2 一-11.8 16.6 10.6 19.1 -28.9 3.5 15.6 
28 6.2 -0.6 ~2.0 24.2 13.4 -2.0 8.3 13.0 25.0 15.0 22.1 

29 11.2 6.2 5.6 一 30.0 9.4 0.0 19.4 -0.6 5.1 

30 5.0 6.6 11.0 12.2 25.8 一 -4.0 20.0 -3.9 -8.1 

31 -4.8 15.0 21.5 1.0 一 一12.3

平均!!18.0I 9.2 9.0 !12.2!22.6!叫22.61叫 10.8116.81 3.51-6.51-2.01 1.11 7.41 

二
八



毎
日
の
平
均
傾
斜
の
値
を
出
す
に
は
、
精
子
板
に
方
眼
を
目
盛
っ
た
議
取
器
を
用
ひ
た
。
其
の
値
の
東
西
成
分
を
第
三
表

に
南
北
成
分
を
第
四
表
比
一
不
す
。
但
し
之
は
請
取
っ
た
値
其
の
佳
で
あ
る
か
ら
傾
斜
の
値
を
出
す
に
は
尺
度
値
と
し
て
一

粍

0
・
四
秒
を
乗
じ
・
な
け
れ
ば
な
ら
泊
。
是
等
の
表
に
よ

b
日
附
を
横
軸
に
傾
斜
を
縦
軸
に
と
っ
て
日
々
の
傾
剤
約
務
化
を

見
る
闘
を
作
b
命
之
に
毎
日
の
卒
均
気
温
も
ど
も
書
き
込
ぺ
で
見
る
と
，

s 
3~ 

20 

，
 
a-y ・11It--
o 

10 

N 

~ 

今

第 四国

上及中は傾斜、下は気温

11 10 

一
週
間
か
ら
竿
月
位
の
問
で
は
毎
日
の
卒
均
傾
斜

の
特
製
化
と
、
気
溢
の
愛
化
と
が
、
殆
ど
平
行
に
な
っ
て
居
る
事
が

注
目
3
れ
る
と
同
時
に
、
傾
斜
の
毎
月
の
卒
均
の
位
置
が
段
々
に

特
段
つ
℃
居
る
事
が
自
に
附
く
。
そ
乙
で
侠
測
に
か
ま
は
ず
毎
月
の

卒
均
を
と
っ
て
，
横
軸
に
月
、
縦
軸
に
傾
斜
を
と
っ
て
国
一
不
す
る

と
第
四
国
の
様
に
な
る
。
第
四
闘
に
は
毎
月
の
平
均
気
温
を
も
国

示
し
て
あ
る
。
之
を
見
る
左
傾
斜
は
気
温
に
直
接
比
例
し
て
獲
る

裁
に
も
見
え
な
い
。
大
躍
の
傾
向
は
気
温
の
低
い
時
に
は
西
へ
南

へ
と
傾

3
B
気
濯
の
高
い
時
に
束
へ
北
へ
と
傾
く
裁
で
、
且
つ
南

北
成
分
の
方
が
位
相
が
遅
れ
て
居
る
様
に
見
え
る
。
之
は
日
援
化

の
時
の
溢
度
の
影
響
と
は
東
西
成
分
に
於
て
方
向
が
反
封
と
な
っ

て
居
る
。
併
し
之
が
賞
際
淑
度
の
影
響
で
注
う
な
っ
て
居
る
の
か

一
二
九



一
三

O

ど
う
か
は
‘
一
見
に
観
測
の
重
ね
ら
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
確
か
に
は
刊
ら
な
い
。

玉
、
短
週
期
の
愛
化

牛
月
と
か
一
月
と
か
比
較
的
短
い
期
間
の
傾
殺
濃
化
に
就
い
て
調
査
し
ゃ
う
と
す
る
時
、
観

測
さ
れ
た
傾
殺
の
値
其
の
俸
を
使
っ
た
の
で
は
、
前
に
も
述
べ
た
裁
に
気
溢
に
殆
ん
ど
比
例
す
る
(
寅
際
は
地
中
の
溢
皮

配
布
に
よ
る
)
傾
斜
が
殊
の
外
大

3
く
て
、
他
の
原
因
に
よ
る
傾
斜
が
殆
ど
?
久
ク

3
れ
て
了
ふ
事
が
多
い
。
此
う
云
ふ
場

A
口
に
温
度
の
影
響
を
取

b
去
る
一
つ
の
試
み
と
し
℃
次
の
様
な
事
を
や
っ
て
見
た
。
傾
斜
の
東
西
成
分
I
、
南
北
成
分
J

と
気
温
と
T
の
問
に
.
次
の
様
な
関
係
、
が
あ
る
も
の
と
し
‘

-
H
m
w
十
ず
、
吋

一
『
リ
円
。
+
晶
、
同

一
個
月
分
の
材
料
か
ら
固
に
よ
っ
て

a
b
e
d
の
常
数
を
定
め
る
。
是
等
の
常
数
と
共
の
日
其
の
日
の
平
均
気
温
T
の

伎
と
か
ら
、
前
の
式
に
よ
っ
て
毎
日
の
傾
郊
の
計
算
値
を
出
し
、
共
れ
を
傾
斜
の
観
測
値
か
ら
差
引
い
た
傾
斜
残
値
に
就

い
て
、
気
回
腔
傾
度
と
の
関
係
及
び
降
水
量
と
の
関
係
を
調
べ
℃
見
た
。

水
戸
と
横
演
、
銚
子
曹
と
宇
都
宮
の
毎
日
午
前
六
時
の
気
歴
差
を
求
め
る
と
、
之
が
丁
度
北
東
|
南
西
E

南
東
|
北
西
の

傾
皮
に
相
官
す
る
も
の
民
な
る
か
ら
、
之
か
ら
其
の
東
西
成
分
及
び
南
北
成
分
を
求
め
た
。
之
を
毎
日
の
平
均
傾
斜
と
比

較
し
て
見
た
の
に
，
雨
者
が
平
行
に
笈
化
す
る
場
合
が
可
な
b
多
く
，
傾
皮
の
来
に
向
ふ
時
印
ち
気
一
魅
が
西
に
高
く
束
に

低
い
時
は
西
に
傾
く
と
一
五
ふ
平
行
の
関
係
が
見
ら
れ
た
。

降
水
量
と
の
関
係
は
著
し
い
事
も
あ

b
，
3
う
で
な
い
事
も
あ
b
、
確
定
的
な
事
は
云
へ
な
い
。
殊
に
著
し
か
っ
た
一



例
は
昭
和
四
年
五
月
二
十
三
日
の
豪
雨
で
、
此
の
日
柿
同
に
於
℃
は
降
水
量
一
七
了
二
粍
を
観
測
し
た
。
傾
斜
は
翌
二

十
四
日
南
東
に
著
し
く
偏
b
、
其
の
後
三
日
程
の
中
に
漸
次
卒
均
の
位
置
に
戻
っ
て
居
る
。
第
五
闘
に
は
横
軸
に
日
を
‘
縦

軸
に
傾
糾
残
値
と
気
回
腔
傾
度
(
任
意
尺
度
)

L

し
を
と
っ
て
あ
る
。
此
信
仰
に
は
来
西
成
分
、
だ
け
を
掲
げ
た
が
南
北
成
分
も
略

同五第

る至に日ー十三りよ日十二月五年四和昭

(低東南西〉度傾匪誌は X J~干傾は@

m.m. 
3 

2 

。

同
様
で
あ
る
。
此
の
降
水
量
に
伴
っ
て
援
る
著
し
い
傾
烈

援
化
が
、
河
或
は
湖
水
の
水
量
が
増
し
た
矯
め
の
地
面
の

傾
州
別
で
あ
る
か
、
共
れ
と
も
傾
斜
計
室
の
近
く
、
だ
け
の
ロ

ー
カ
Y
衣
影
響
で
あ
る
か
、
数
多
く
の
材
料
が
集
ま
っ
た

上
で
よ
く
吟
味
し
て
見
な
け
れ
ば
断
定
は
出
来
な
い
。
柿

岡
盆
地
の
水
b
z
集
め
る
懸
瀬
川
は
柿
岡
の
南
東
の
方
向
か

ら
盆
地
外
に
流
出
し
て
居
る
し
、
霞
ヶ
浦
も
亦
柿
岡
の
商

来
方
に
あ
る
の
、
だ
か
ら
，
其
れ
等
の
影
響
だ
と
考
へ
る
事

五'

も
表
面
的
に
は
可
能
で
あ
る
。

命
前
に
述
べ
た
α
b
c
d
等
の
常
数
を
固
に
よ
っ
て
求

め
る
時
に
一
個
月
・
中
で
b

d
の
値
は
共
の
僅
で
あ
る
の
に

a
c
の
値
が
念
に
援
っ
て
‘
此
庭
を
援
と
し
℃
一
個
月
中
の
傾

斜
が
判
然
二
分
注
れ
る
様
な
事
が
屡
々
あ
っ
た
。
此
の
事
は
肢
に
江
光
之
助
氏
が
三
鷹
に
於
け
る
傾
斜
援
化
に
就
い
℃
不



一一一一一一

連
諸
問
賭
と
し
て
記
芯
れ
て
居
る
所
で
あ
る
。
地
表
傾
斜
特
使
化
と
地
震
、
地
球
磁
気
等
と
の
関
係
に
就
い
℃
は
更
に
資
料
の

集
積
す
る
の
を
ま
っ
て
調
査
し
た
い
希
望
で
あ
る
。

本
調
査
に
品
目
回

b
柿
岡
地
磁
気
観
測
所
長
今
道
技
師
に
は
一
方
な
ら
ね
御
世
話
に
な

b
ま
し
た
。
此
庭
に
厚
く
戚
謝
の
意

を
表
す
る
次
第
で
す
。
ハ
昭
和
五
年
十
一
月
二
十
一
日
大
日
本
気
象
皐
合
月
次
舎
に
て
後
表
)

文

献

" 一、ーノ
地
震
、
研
究
所
業
報
、
第
二
競

地
震
、
第
一
巻
第
一
一
概

日
本
天
文
革
及
地
球
物
理
串
特
報
、
第
六
巻

(一一一〉

日
本
天
文
串
命
日
要
報
、
第
一
競


